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シリコーンシーラント

耐 熱 、耐 寒 、肉盛 性

^Jレ メ シ…―ル No.SS-60C、  F`よ シ リ

コ ー ン ゴム を利 用 した 1液無溶 剤形

の 弾 性 シ ー ラ ン トです 。耐熱 、耐 寒、

肉盛 性 が よ く、低 高温 箇所 、 多 間隙

箇 所 の 充 填 シール に最適 です 。

ヘル メ シール No.SS-60C、 Fは接 合音6や ロナ也に塗布 す る と空気 中の水 分  (湿気 )と 反応 して硬 化 (カロ

硫 )し、物理 、化学特性 の よい シ リコー ンゴム弾性 体 に なる一液 無溶剤 形弾性 シー ラ ン ト(室温硬化 型 )

であ ります。無溶剤 形 の ために硬化 時 の体積収縮 、肉や せが な く、肉盛性 、間隙充填性 が よい うえに、

耐熱 、耐寒性 、弾 力性 、耐候性 に優 れ、耐熱 、耐寒性 弾性 シー ラン トと して、多 間隙用液状 ガスケ ッ

トと して、 あるい は シ リコー ンゴム用接 着剤 と して広範 囲 に使 用 され ます。 No.SS-60Fは流動性 の

よい フロー タイプ、 No.SS-60Cは 垂 れ止 め入 りの ノンサ グタイプです。 シ リコー ンゴムの優 れ た特

性 をフル に活用 して くだ さい。

ハ、ル メ シーザレNo.SS-60C、 Fの肇手」塾

(1)空 気 中 の水 分 (湿気 )と反応 して硬 化 す る室温 硬 化 型 (RTV)弾性 シー ラ ン トです。

(2)耐 熱 、 耐 寒 、 耐イ1柔性 が よ く-60～ +230℃ の温 度 範 囲 に耐 え ます。

(3)無 溶剤 で硬 化 時 の体 積 収縮 や 肉 や せ が な く、 耐圧 性 、 間 隙充 填性 に優 れ て い ます。

(4)耐 水 、 耐油 、 耐薬 品性 が よい。 特 に耐水 性 が よ く撥 水 性 を備 えて い ます。

(5)臭 い (酢酸 臭 )や腐 食性 、毒性 が な く、 また、 電気 絶縁 性 が優 れ て い ます。

No.SS‥ 60C、 Fくの悩Lイ犬とイ吏月ヨ区影か
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白色粘稲液状 No.SS-60Cは鷹訂く

塗布、充填す る箇所 、

傾 斜 部 、 端 末 部、

垂 直 箇 所 用 。
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No.SS-60C、  Fσ)十生育ヒ

● 弾性シーラントとして
23± 2℃ /50± 5%× 7日

● 液状 ガスケ ッ トと して
JIS K 68201こ よる

No.SS-60C、 F⊂)J調 譴鐙

耐熱性 、 耐寒性、耐圧性 、 接着性 、絶縁性、 耐水性 が良 く、電気部品、電子部品、端子 、 ケ ーブル な

どの防湿、絶縁 シール に。

車両、船、航空機 、計測器 、装置類 の耐熱、耐寒 シール、耐熱接着 シール に。

あるい は耐水、耐候、接 着性 を利用 しアル ミサ ッシ、浴槽 、陶器 な どの 目地 シール に。

また、間隙充頒性 を利用 し隙間の大 きい箇所、歪 やうね りのある機械接合部 (フ ランジ、ね じ、嵌合部 )

の漏止 めに耐熱、多間隙用 液状 ガスケ ッ トと して最適 です。

No.SS-60C、 F⊂)イ吏丹→去

(1)塗 布前に接合部、充ナ員部の油分、水分、ホ コ リ、錆等 を除去 して ください。

(2)チ ューブか らしば り出 し塗布、充填 して くだ さい。液状 ガスケ ッ トと して使用 するときは厚 さ

約 0.1～ 0.3mmに 両面塗布 し、20分 以内でできるだけ乾燥 して締付 けて くだ さい。

(3)多 隙間接合部、 あるいは目地 シーラン トと して使用 する場合 は、必要 な厚 さに塗布 し、完全硬

化 まで 2～ 3日 間放置 して くだ さい。

(4)使 用後はチューブ内の空気を押出し、必ず密封し、冷暗所に保存してください。

注意 :カ タログ内のデータは、当ネ|の 試験によるものです.使用に際しましては、貴社にて、テストのうえお確かめください.

尚、カタログの記載内容は、お断りなく変更することがございます。
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耐圧性 (MPa)

室温 80± 5℃ 150± 5℃

10.8 11.8 10.8 10.8


